










「低温セ ンターだより」 とい うと、学生のころは窒素をベ ッセルに汲みだす合間によく読 ん
でいた ものですが、最近では 自分で窒素を汲みにい く機会が減 る と共 にゆっ くり読む時間が
減って しまっていました。縁があってこのたび編集委員会に参加 させ ていただ くことにな り、
新米編集委員 の初仕事 として編集後記 を引き受 けることになりま した。
本号では研究 ノー ト四編のうち、三編の表題 に「ナノ」とい うキーワー ドがついてい ます。「ナ
ノテクノロジー」「ナノサイエ ンス」という分野が活発 になっている状況をあ ら』ためて実感吟た
しました。本号の記事 において も、合金ナノ粒子の配向制御 とその磁性、シリコン ・ナノチェ
イ ンの生成 とそのメカニズム、カーボンナノチューブの磁場申での光吸収の異方性 について、
わか りやす く解説 していただいていますのでぜ ひご一読 くだ さい。本号は別に「ナノ」特集号 と
い うわけではな くて、強相関∫電子系物質の圧力下での ドハ ース ・ファンアルフェン効果の測
定について、物理的な内容ばか りでな く、装置の作成やその改良についても説明 していただい
ています。こういうものが気軽 に読める ところも「たよ り」の良い ところだと改めて感 じました。
編集会議での話題 として、特定 の部局か らの記事が集 中しが ちという話があ りま した。「た
より」を 読む楽 しみの一つには、 自分の専門外の分野の肩のこらない記事が読めるというとこ
ろにもあるので、私はただの寒剤ユーザーだ と思 っていらっしやる方で も、何か面白い話題が
あ りました ら編集委員会にご連絡をお願いします。本号では掲載できなかったのですが、技術
ノー トの記事 を個人的には非常 に楽 しみにしていま した。 こちらの投稿 も積極的にお願い しま
す。
編集後記を書 くに当たってバ ックナ ンバーを読 み返そうとしたのですが、まとまって読め る
ところがなかなか見つか らな くて、研究室であちこちに散乱 していたのをかき集めて読み返す
ことになりました。せっかく良質の記事 を書いていただいているので、低温関係の研究室だけ
でなくいろいろな立場の人が容易 に読み返せ るようにす る工矢、例えば電子 ジャーナル化 など
も真剣 に検討する時期なのか もしれ ませ ん。
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表紙説明:左 上側:単 層カーボンナノチューブの構造(本 文p.11参照)
右下側:シ リコンナノワイヤーの先端写真(本文p,6参照)
